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論文の内容の要旨

　腫瘍抑制遺伝子τ862は結節生硬化症の原因遺伝子である。τ∫62mutantEkeけaは高頻度に腎腫瘍を発生する。

このモデルラットにおける腎発癌過程に関わる遺伝子をAmp雌edFragmentLeΩgthPo1ym岬hismfinge叩rinti㎎法

を用いて単離・同定とした。未知の単一遺伝子と考えられる一つの配列を得て，これを“〃肋〃”と命名した。遺

伝子の大きさはおよそa5kbである。OpenRead1ngFrame内において，firstmethionineから終止コドンまでの長さ

は2211bp，アミノ酸残基にして737残基であった。ラットでは牌臓・骨格筋・大脳で強発現し，ヒトでは脾臓・骨

格筋・前立腺・白血球・心臓・膵臓に強発現がみられた。ラットでは13番，ヒトでは1番染色体に局在する。こ

の遺伝子は増殖が比較的緩徐な培養乃o2m汀tantrat腎癌細胞株及び，乃62mutantratの原発性腎腫瘍で発現し，

また，ヒト腎癌細胞1列で発現が確認できた。しかし，ラットの正常腎臓や，ヒト正常腎臓ユ列で発現していな

い。“M肋〃”遺伝子はラット腎発癌のマーカーの侯補になる可能性があり，その機能解明がτ∫o2mutantEkerrat

の腎腫瘍解析にも役立つと思われる。

審査の結果の要旨

　本研究は，腎発癌に関与する新しい“Mろα〃”遺伝子を単離したのみならず，～2mutantEkerratの腎腫瘍の

解析におけるcDNんAFLP法の有効性を示した。今後，“州肋π”遺伝子の機能を解明し，乃62遺伝子変異を原因

とする多段階発癌での“〃ろα〃”遺伝子の演じる役割が明らかになれば，τ∫c2mびtantratの多段階発癌機構解析が

新局面を迎えることになろう。

　本研究は，JpnJ．CencerRes．，RapidCommunicati㎝に掲載されたものであり，研究の意義は明らかである。学位

論文審査専門委員会において，origiηa1artic1eとして掲載されたものでなく，博士論文として，安易過ぎないかと

の議論があった。しかし，研究の内容，今後の発展性は十分に博士論文として認知できるものとの合意に至った。

　よって，著者は博士（医学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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